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は じめ に

隋唐 時代 以 後,中 国 の政 治 的 中心 は 次 第 に東 に遷 る。特 に現在 の北 京 市 地 区で は,

遼 の南 京 城(副 都,916-ll25),金 の 中 都城(首 都,1115-1234),元 の大 都城(首 都,

1271-1368),明 清 北京 城(1368-1911)が 継 続 して建 設 され た。 と りわ け元 が 大都 城

を建 設 して 以 後,中 国 の政 治 的 中 心 は,基 本 的 に この 地 区 に あ った。

明清 北 京 城 は,明 ・公 武1年(1368)に 建 設 を開 始 した北 平城 に端 緒 を も ち,当

地 を拠 点 と した燕 王朱 棣 が靖難 の役 で勝 利 をお さめ,明 永 楽 帝(成 祖)と して 即位

す る と,1406年 に北 京 城(内 城 ・天 地 壇 ・山水 壇)の 建 設 を 開始 して,1421年 に南

京 城 か ら北 京城 に遷 都 した(唐2002)。

次 い で明 嘉 靖 帝 は,1530年 に地 壇 ・日壇 ・,月壇 を築 き,1553年 に は外 羅城(外

城)を 建 設 して,北 京 城 が ほぼ完 成 す る こ と とな った。 なお 外城 は本 来,内 城 の全

体 を 囲む よ うに計 画 され てい た が,最 終 的 に 内城 の 南部 分 に のみ設 置 され た もの で

あ る。 清 が 明 を滅 ぼ して以 後 も,北 京 城 の首 都 として の地 位 が 変 わ る こ とはな く,

そ の基 本 的 な都 市構 造 に変 更 が加 え られ る こ ともな か っ た。

中 国 の都 城 の歴 史 にお い て,北 宋 東 京 城 は真 北 方位 を重 視 せず 宮 城 を都 市 中央部

に配 置 した 点 で 大 き な転 換 点 を なす が(宇 野2005・2006),明 清 北 京 城 は北宋 東 京

城 以 後 の 中国 北部 に お け る都 城 の展 開 の集 大 成 で あっ た と思 われ る。

この こ と の一端 を 明 らか にす る た め,中 国研 究 者 の協 力 を えて,北 京 城 の都 市計

画 の復 元 を試 み るた め,そ の主 要 ポイ ン トにつ い て簡 易 測 量 をお こな った(図1)。

本 稿 は,そ のデ ー タ に基 づ い た測 量 計 算 結 果 につ い て 報 告 す る もの で あ る(表1)。

1.明 清北京城の基本構造 と測定地 点

明清北京 城は,元 大都城 を一定程度 に利用 しなが ら,改 変 と拡 張を加 えて成 立 し

た(図1)。 現在 の北京 市は大 き く姿を変 えてきてい るが,中 心部の街路 の多 くは,

明清北京城 の街 路を踏 襲 し,歴 史的建造物 も多 く残 され てい る。 これ らの現地にお

いて簡易測量 を実施 したが,測 定ポイ ン トの地 区に立ち入 りが出来 ない場合 には,

周辺 の複数 点の測 量結果 か ら算出 した(図1*地 点)。
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図1北 京 城 調 査 地 点

(108鼓 楼,113万 歳 山(景 山),127正 陽 門,167永 定 門 ・,170天 壇,180地 壇,177日 壇,

*1月 壇,*を 付 し た も の は 複 数 の 測 定 点 か ら 計 算 し た 。 唐2002図4に 加 筆 。)
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明清北京城 は,紫 禁城(現 在の故宮)・ 皇城 ・内城 とい う三重 の城壁 か らな り,

紫禁城 には城壁の外側 に濠 を敷設 している。北京城 の東 と西 の南北方位 の城壁 は,

大都 の城壁 を利 用 したものであ るが,大 都 の北部を放棄 して南 に拡 張 した。大都城

では中心台(現 在 の鼓楼)が 都 市の地理 的中心であったが,こ の改造の結果,紫 禁

城 の北 にある万歳 山(現 在の景 山)が,内 城の 中央 に位置す ることになった。鼓楼

と万歳 山お よび内城 の正門であ る正 陽門を結ぶ南北街路 が北京城 の中軸線で あ り,

後 に外城の正門である永定門にまで延長 された(図2・3)。

大都の城 壁は版築 による土塁であったが,北 京城 では,版 築土塁 の表面 を石積み

でおおっていた(図4・5)。 紫禁城 ・皇城 ・内城 の城壁 は,内 城西北部や皇城 西南

部 を除 くと,お よそ方格に近 く,北 宋東京城 以後 にお ける中国北部 の都城 の伝 統的

な構造にのっ とってい る。 これ に対 して,外 城 の城壁 は曲線を基調 としていたが,

中軸街 路が屈曲す ることはなかった。

測量調査 に際 しては,北 京城 の中軸街路お よび城壁 のコーナー と門の測量を中心

に して実施 し,天 壇 ・地壇 ・日壇 ・月壇 な どの宗教施設 も出来 るかぎ り調査 した(図

6・7)。 なお北京城外の離 宮や 明清皇帝陵につ いても調査 を実施 してい るが,こ れ ら

については,機 会 を改めて報告 したい。

なお,簡 易測量の誤差 は平面5～10mで あ り,北 京城 の ように南北約8.5kmに も

及 ぶ大型 の都城 の測量には,充 分 な精度 をもってい る。ただ し現地 に明清 時代 の城

壁 ・門・建物 などが残 されてい る場合,そ れ らが現地 において復元 されてい る場合,

現在 の街路 な どに明清時代 の地割が反映 している と推定 した場合 な どがあ り,位 置

認 定の精度 は一様ではない。

本稿 では将来 の再検討 の課題 も明確 にするため,そ のすべてのデータを提示 した

上で,信 頼度 の高いデータを中心 としっつ検討 したい。

2、 測 量 計 算 結 果

本 稿 で は測 量 地 点 の位 置 デ ー タか ら,城 壁 と街 路 の 方位 と距 離 を計 算 した(表1)。

ま た距 離 か らそ れ に適 合 す る尺 度 を計 算 してい るが,中 国 の歴 代 尺 度 につ い て は,

楊 寛 ・劉 敦:槙 らの研 究成 果 を参 照 した(楊1955,劉 主編1984)。

a)北 京:城 の方位

測 量 計 算 の結 果 をみ る と,北 京 城 の 方位 に は,お よそ 以 下 の3種 類 が あ る と推 定

で き る。

方 位1(西 偏2度 強):北 京 城 中軸 街 路 は,内 城 正 陽 門→ 鼓楼(126→108)が 西

偏002。11/26.5",外 城 永 定 門→ 鼓 楼(167→108)が 西 偏002。14/46.8"で あ る。
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図2北 京城の 中軸街路(鼓 楼か ら景山 を望む,北 か ら)

図3紫 禁城(故 宮)の 中軸街路(北 か ら)
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図4大 都 の北城壁(西 か ら)

図5北 京城内城の南城 壁(北 京駅付近,西 南か ら)
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図6北 京城の地壇(方 壇,南 か ら)

図7北 京城 の天壇(円 壇,南 か ら)
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一 ら 一 ■一 二

双1 兀 ノ丶`向1】 明 涓 茄 示 概 口T測凩
1

測量計算対象 計算点 距 離(m) 方位角 方位の振れ 備考

[元 大都 城]

大都城西城壁 157-164 1858.009 357ｰ48'15.49" 西 偏002。11'44.5" 土塁中心

(南北方位)

大都城北壁幅 164-166 6673.419 089ｰ09'14.33" 西 偏000。50'45.7" 西城壁北端 と北城壁東端が少 し

(東西方位) 失われている

[明清 北 京 城]

〈内城〉
.

内城北城壁 206一 〉*4 5304.833 088ｰ32'51.02" 西 偏001。27'09.0" 道路北寄 り,濠 南

(東西方位)

内城東城壁 199*4 5385.122 000ｰ0'34.62" 東 偏000。07'34.6" 道路中心

(南北方位)

内城 南城壁 231一 一一>199 6610.247 087ｰ29'17.71" 西 偏002。30'52.3" 道路東西中心,北 寄 り

(東 西方位)

内城西城壁 231→205 4987.239 359ｰ56'43.63" 西 偏000。03'16.3" 道路 中心

(南北方位) (231地 点 は推 定)

内城北西城壁 205-206 1424.160 067ｰ11'10.91" 東 偏067。11'10.9" 道路中心

斜行部分

内城正陽門→北城壁 127210 5382.816 357ｰ49'35.22" 西 偏002。10'24.8" 南は永定門東西中心南寄 り,

鼓楼大街(中 軸街路) 北は道路東西中心北寄 り濠南

内城正陽門→ 鼓楼 126→ioa 3540.228 357ｰ48'33.49" 西 偏002。11'26.5" 建物東西 中心

(中軸街路)

内城徳勝 門→安定門 208一 一>212 2447.518 089ｰ29'07.39" 西 偏000。30'52.6" 道 路 東西 中 心,北 寄 り,

(北城壁東西方位) 濠南

内城西直門→東直門 *2一 〉*3 6683.481 089。28'21.08" 西 偏000。31'38.9" 道路中心

(東西方位)

内城阜成門→朝陽門 234*6 6692.492 089ｰ15'42.95" 西 偏000。44'16.0" 道路 中心

(東西方位)

内城復興門→建国門 232一*7 6783.235 088ｰ38'44.92" 西 偏001。21'15.1" 近代に建設,道 路東西中心,

(東西方位) 北寄 り

内城南城壁残存部分 199→201 1115.074 2673734.81 西 偏002。22'25.2" 現存城壁南側裾

(東西方位)
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内城宣武門→崇文門 230一*8 3784.630 087ｰ47'26.63" 西 偏002。12'33.4" 道路東西中心,北 寄 り

(南城壁東西方位)

内城東城壁残存部分 *12一>223 691.789 357ｰ02'52.01" 西 偏002。5ア08.0" 現存城壁東外側裾

(南北方位)

内城東城壁南北 方位2 *7→*3 3581.818 357ｰ15'52.52" 西 偏002。44'07.5" 道路中心

内城復興門→西 直門 232一*2 3677.216 358ｰ48'58.17" 西 偏001。ii'01.8" 道路中心

(西城壁南北方位)

〈皇城 〉

皇城北壁 242264 2501.176 088。26'09.82" 西 偏001。33'50.2" 道路中心,道 路南北 中心

(東西方位) 西寄 り

皇城東城壁 269一>264 2774.623 357ｰ53'28.25" 西 偏002。06'31.7" 道 路南 北 中 心,西 寄 り,

(東西方位) *13が 皇 城 城 壁 西裾 ・東 安 門

南北中心に一致

皇城南城壁 254-269 2086.078 086ｰ56'28.10" 西 偏003。03'31.9" 道路中心,道 路北西寄 り

(東西方位)

皇城西城壁 245一>242 2027.607 357ｰ59'12.14" 西 偏002。00'47.9" 道路中心

(南北方位う

〈紫禁城 〉

紫禁城北濠 304-287 900.926 087ｰ26'45.09" 西 偏002。33'14.1" 濠外側

(東西方位)

紫禁城東濠 295一>287 1108.165 357ｰ39'59.36" 西 偏002。10'00.6" 濠外側

(南北方位)

紫禁城南濠 313一>295 889.493 087ｰ00'55.05" 西 偏002。59'04.9" 濠外側

(東西方位)

紫禁城西濠 313-304 1114.873 357ｰ04'1.0.76" 西 偏002。22'49.2" 濠外側

(南北方位)

紫禁城西華門 299-288 772.110 088。3ア25.46" 西 偏001。 .22'34.5" 建物南北中心,西 寄 り

→東華 門(東 西方位) 建物南北 中心,東 寄 り

〈外城〉

外城中軸線 167→127 3182.433 357ｰ41'20.10" 西 偏002。18'39.9" 建物東西中心,南 寄 り

(南北方位)

外城東城壁1 283→278 3405.235 179ｰ19'12.75" 西 偏000。40'47.2" 推 定,濠 南

(南北方位) 道路南東寄 り
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外城東城壁2 *11一>279 1655.842 174ｰ04'09.25" 西 偏005。55'50.7" 道路南北中心東寄 り,

(南北方位) 濠西

外城東城壁3 *11一>278 2387.254 180ｰ23'57.37" 東 偏000。23'57.4" 道路南北中心東寄 り,濠 西

(南北方位) 道路南東寄 り,濠 北西

外城南城壁 274278 7869.730 267ｰ51'02.96" 西 偏002。08'57.0" 道路南西寄 り,濠 北東

(東西方位) 道路南東寄 り,濠 北西

外城南城壁右安門 275一>276 6454.213 087ｰ53'40.33" 西 偏002。06'19.7" 道路東西 中心南,濠 北

→左安門

(南城壁東西方位)

外城西城壁1 274-271 3525.079 357ｰ40'57.75" 西 偏002。19'02.2" 道路南西寄 り,濠 北東

(南北方位) 道路見通 し,濠 東

外城西城壁2 274一 〉*10 2539.074 358ｰ36'21.44" 西 偏001023'52.6" 道 路 南 西寄 り,濠 北 東 。 道路

(南北方位) 南 北 中 心,西 寄 り,濠 東

外城広安門→ 広渠 門 *10一 一〉*11 7941.289 088ｰ54'07.37" 西 偏001。05'52.6" 道 路 南 北 中心,西 寄 り,濠 東

(東西方位) 道 路 南 北中 心,東 寄 り,濠 西

〈全体〉

内城 ・外城南北幅 167一>210 8565.243 357ｰ46'34.72" 西 偏002。13'25.3"

内城 ・外城南北中軸線 167-108 7571.476 357ｰ45'13.21" 西 偏002。14'46.8" 建物東西中心,道 路東西中心

〈祭祀施設 〉

天壇 中軸線南北方位1 168-176 1475.459 357ｰ41'33.88" 西 偏002。18'26.1" 明,永 楽18年(1420)建 設

開始,建 物東西中心

天壇 中軸線南 北 170-174 728.437 357ｰ45'24.03" 西 偏002。14'36.0" 明,示 楽18年(1420)建 設 開

方位2 始,祭 壇 中心 ・建 物東 西 中心

天壇円丘 ・地壇南北 170180 8426.568 001ｰ38'47.42" 東 偏001。38'47,4" 地 壇 は 明,嘉 靖9年(1530)建 設,

方位 祭壇中心,月 壇は郭門の位置か

ら復元

日壇 ・月壇 東 西 方 位 177一 〉*1 7914.892 271ｰ07'25.59" 東 偏001。07'25.6" 日壇 ・月 壇 は明,嘉 靖9年(1530)

建 設,祭 壇 中 心

天壇円丘 ・先農壇 170→195 1860.745 270ｰ28'54.56" 東 偏000。28'54.6" 先 農(神 農)壇 は,天 壇 と 同 時 に

東西方位 建設した山川壇の系譜を引 く,

祭壇 中心

社稷壇 ・太廟 *14-319 425.167' 089ｰ34'57.96" 西 偏000。25'02.0" 明,永 楽18年(1420)建 設

東西方位 社稷壇中心,亨 堂 ・寝殿基壇

南裾
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お そ ら く この 西 偏2度 強 の 方位 が 北京 城 の基 本 方位 で あ るが,都 城 の方 位 の 振 れ と

して は か な り大 き く,天 文 観 測 に よ る南 北 方位 設 定 が な され た とは考 え に くい。

これ とほぼ 等 しい 方位 を もつ 南 北 方 向 の街 路 ・城 壁 と して は,紫 禁 城 東濠 と西濠,

天壇 中軸 線 な どが あ る。 内城 の東 西城 壁 部 分(南 北 方 向)は,都 市 化 が著 し く測 定

地点 の選 定 が 難 しか った が,比 較 的 明確 な 内城 東 南 角 か ら東 城 壁 残 存 部 分(*12→

223)へ の 方位 は 西偏002057/08.0"で あ り,北 京城 基本 南 北方位 に近 い方 位 で あ

った と推 定 して い る。 内城 西 城 壁 の復 元 は さ らに難 しい が,復 興 門→ 西 直 門(232

→*2)は 西 偏001。ll/01.8"で あ るが,南 北 基 本方 位 に沿 って い た 可能 性 が高 い 。

他 方,こ の 南 北基 本 方位 の振 りに ほ ぼ一 致 す る東 西 方 向の 街 路 ・城 壁,す なわ ち

北 京城 の基 本 南 北方 位 に直 交 す る もの は,皇 城 南城 壁,紫 禁 城 北濠 と南 濠 で あ る。

皇 城 北 城壁 の 計 算結 果 は(242→264)は 西 偏001。33/50.2"で あ る が,皇 城 と紫 禁

城 はお そ ら く方 格 に設 計 され た もの と推 定 した い 。 ま た外 城 南 城壁 は緩 や か にカ ー

ブ してい る が,そ の西 南 角 と東 南 角 を結 ぶ 方位(274→278)は 西 偏002008/57.0"

で あ り,北 京 城 中軸 街 路 に 直交 して 位 置 を定 め た可 能性 が 高 い で あ ろ う。

内城 の東 西方 向街 路 ・城 壁 に 関 して は,北 京 城 基 本 南 北 方位 に直 交 す る と判 定 で

き る もの は,内 城 南 城 壁 の み で あ る。 近 代 に建 設 した復 興 門→ 建 国 門(232→*7)

は西 偏001。21!15.1"で あ り,基 本方 位 に直 交 させ た可 能 性 が あ るで あ ろ う。

方 位2(西 偏1度 弱):北 京 城 の施 設 に は,西 偏1度 弱 の真 東 西 に近 い 方位 を も

つ ものが存 在 す る。そ の代 表 は 内城 北城 壁(徳 勝 門→ 安 定 門,208→212,西 偏0000

30/52.6")で あ り,内 城 西 直 門 → 東 直 門(*2→*3)や 内城 阜 成 門→ 朝 陽 門(234

→*6)の よ うな主 要東 西 街 路 も,こ れ らに近 い 方位 を とっ てい る。

な お 北京 城 創 設 時 に建 設 され た天 地 壇(後 の天 壇)と 先 農壇 の 方位(170→195,

東 偏000028/54.6")や,永 楽18年(1420)に 設 置 され た 内城 の社 稷 壇 と大廟 亨

堂 基 壇南 端 の方 位(*14→319,西 偏000。25/02.0")も,こ れ ら真 東 西 に近 い 一

群 の施設 に含 ま れ る か も しれ な い が,方 位 の 振 れ は特 に小 さ く,独 自に真 東 西 の方

位 で設 置 され た 可 能性 も考 えて お きた い。

方 位3(東 偏1～2度):北 京 城 に お い て,東 偏 の 振 れ を もつ もの は 非 常 に少 な

い が,天 壇 か ら地 壇(170→180,東 偏001。38/47.4")と,月 壇 か ら 日壇(177→*

1,東 偏001。07/25.6")は,そ の天 文 と関 わ る宗 教 的 な 性 格 か ら注 目され る。 こ

れ らは北 京 城 建 設 当時 か ら存在 した もの で は な く,明 嘉 靖 帝 が,1530年 に地 壇 ・日

壇 ・月壇 を築 い て天 地 壇 を天壇 に変 更 して 成 立 した も ので あ る。 この 時,す で に内

城 の城 壁 が あ り数 多 くの 建 築 が 立 ち並 んで い て 測 量 は相 当 に困 難 で あ っ た と考 え ら

れ るが,こ れ らの方 位 が 独 特 で あ りかっ 天 壇 ・地壇 と月壇 ・日壇 の 方位 が ほ ぼ等 し

い こ とは,こ れ ら四つ の宗 教施 設 が 一体 の も の として設 計 ・施 工 され た 可能 性 が高
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い こ とを示 して い る で あ ろ う。

小 結:以 上 の 北京 城 の3種 類 の方 位 を理 解 す る手 掛 か りは,元 大 都 城 に あ る。

元 大都 城 の 西城 壁 は北 部 の約1,860mが 残 存 す るが,そ の方位(157→164)は 西

偏002。11'44.5"で あっ て,北 京 城 中軸 街 路 の方位(方 位1)と よ く一 致 す る。 ま

た 大 都城 の 北壁 の方 位(164→166)は 西 偏000。50'45.7"で あ り,北 京城 の 北壁 を

は じめ とす る西 偏1度 弱 の東 西 方 向城 壁 ・街 路(方 位2)と 一致 す る。

北 京城 内城 は大 都城 の 北辺 を放 棄 して南 に拡 張 した もので あ り,北 京城 の 中軸 街

路 や 内城 の東 西 城 壁 の方 位 は,大 都 城 の それ を踏 襲 した とみ て 間違 い な い で あ ろ う。

ま た 内城 北壁 や 東 西 方 向 の主 要 街 路 が西 偏1度 弱 の方 位 で あ る こ とも,大 都 城 の地

割 を踏 襲 した結 果 と推 定 で き る。 これ に対 して 北京 城 建 設 時 に拡 張 ・新設 され た 内

城 南城 壁 や 皇 城 ・紫 禁城 の南 北 城 壁 は,中 軸街 路 に直 交 して設 計 した 結果,西 偏2

度 強 の方 位 を もった もの と推 定 す る。

以 上 に対 して,北 京城 の宗 教 施 設 につ い て は,天 壇 ・地壇 ・日壇 ・.月壇 の方 位(方

位3)を は じめ と して,基 本 的 に正 方 位 を意 図 して設 計 して,若 干 の 誤 差 を もった

もの と考 え てお きた い。

b)北 京 城 の規模 と造 営 尺

北京 城 の規 模 か ら造 営 尺 度 を算 出す る と,以 下 の3種 の ものが 復 元 で き る。

尺 度1(1尺:0.299m):北 京 城 内城 の 中軸街 路 南 北距 離(127→210)は5,382.816m

で あ り,尺 度1で18,002.7尺 とな る。 これ はお そ ら く18,000尺 ・3,600歩 ・10里 と

推 定す る(5尺=1歩,360歩=1里)。 ま た外 城 中軸 線 の南 北 距 離(167→127)は

3,182.433mで あ り,10,643.5尺 ・2,128.7歩 ・5.91里 とな る。 これ は若 干 の誤 差 が あ

る が 内城 中 軸 線 を南 に6里 延 長 した も の と推 定 して お き た い。 な お こ の場 合1尺

=0 .295mが 最 も適合 的 で あ るが,外 城 南城 壁 の右 安 門 ・左 安 門距 離(275→276)は

6,454.213mで あ り,尺 度1で 正 しく12里 とな る。 内城 南城 壁 は カ ー ブ して い るの

で,永 安 門 を正 陽 門南6里 の位 置 か ら北 へ0.1里 ず らせ て設 定 した可 能 性 を考 えて

お き たい 。

尺 度2(1尺:0.309m):こ の尺 度 を代 表 す る もの は大 都城 北城 壁 幅(164→166)

で あ り,6,673.419m・21,596.8尺 とな る。 これ は21,600尺 ・4,320歩 ・12里 で あ っ

た で あ ろ う。

こ の尺 度2に よっ て設 定 した と推 定 す る地 点 は,内 城 南城 壁(231→199,12里),

皇 城 東 城 壁(269→264,.5里),紫 禁 城 東 濠(295→287,2里),紫 禁城 西 濠(313

→304 ,2里)で あ る。
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尺 度3(1尺:0.312m):こ の 尺 度 を 使 用 し た と 考 え る も の は 天 壇 ・地 壇 距 離(170

→180)の8 ,426.568m・27,008.2尺 で あ る 。 こ れ は27,000尺 ・5,400歩 ・16里 で あ っ

た で あ ろ う。

ま た,月 壇 ・日 壇 距 離(177→*1)も,7,914.892m・25,368.2尺 と な る 。 こ れ は25,200

尺 ・5,040歩 ・14里 と 推 定 で き る も の で あ る 。

小結:尺 度1は 明清北京城 の造成 に際 して採用 されたものであ るが,明 代の尺度

としては異例で あ り,初 唐 ・盛唐期 の尺度 に近い。 明時代 には隋唐時代 を尊ぶ風潮

があったこ とと関係 す るか と思 うが,今 後 の検討課題 である。

尺度2は 元大都城の規格 を踏襲 した結果,存 続 した尺度 と考 えられ る。尺度2は

晩唐期 か ら宋代 にか けてみ られ るものであ り,従 来情報 が少 なかった元代 の尺度 を

復元す る有力 な手掛か りになるで あろ う。

尺度3は,1530年 に地壇 ・日壇 ・月壇 を築いた際に採用 した尺度 であ り,明 代 の

尺度 の範疇 にお さまるものである。

結 び

以 上,簡 易 測 量 に よ る結果 か ら,明 清 北京 城 の方 位 と造 営尺 度 につ い て考 察 を加

えた。 も と よ りこれ らは 精密 な調 査 に よっ て補 正 され るべ き もので あ るが,そ の大

枠 は,以 下 の よ うに復 元 で き る と考 えた 。

1)明 清 北京 城 の造 営 に際 して,元 大 都城 の 中軸 線 の方位 を継 承 した 方位1(西

偏2度 強)の 中軸 線 を基 本 と しつ っ,尺 度1(1尺:0.299m)と い う古 典 的 な 尺度

を採 用 して,内 城 城 壁 ほか の施 設 を建 設 した。 ま た外 城 建 設 時 に も こ の基 本 方位 と

尺 度 を採 用 して 内城 に付 設 した。

2)内 城 北城 壁 お よび 東 西街 路や,皇 城 ・紫禁 城 の城 壁 ・濠 な ど大都 城 の 施 設 を

再 利 用 した 地 区で は,大 都城 の東 西 方 位 で あ る方 位2(西 偏1度 弱)と,尺 度2(1

尺:0.309m)が 存 続 した。

3)1530年 に天 地 壇 を 天壇 に変 更 して,地 壇 ・日壇 ・月 壇 を設 置 す る に 際 して は,

方 位3(東 偏1度 強)と 尺 度3(1尺:0.312m)を 採 用 した。 これ は 明代 の 一 般 的

な尺 度 に基 づ きつ っ,正 方 位 測 量 をお こな っ た結 果 と考 え た。 お そ ら く既 存 の天 壇

か ら真 北 ・16里 の 地 点 に地 壇 を定 め,こ の軸 線 に直 交 して 日壇 ・月壇 を 定 めた で あ

ろ う。 す で に都 市 建設 が進 み 測 量 が 困難 で あ った に も関 わ らず,誤 差 を1度 程 度 に

収 め た と推 察 す る。

以上 の結果 は,北 京城 の規格 が単純な ものではな く,元 大都城以来の推移 の中で
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複雑 な経緯 をた どりつつ,北 宋東京城 以来の都市構造 を発展 ・完成 させ た ことを示

す もの と理解 したい。また秦漢～隋唐時代の都城 は真北方位設 計を重視 していたが,

北京城 にあって も宗教施設の配置 にその伝統 を見いだす ことがで きた ことも少なか

らぬ意義 があると考 える。
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